
アデランスグループ
2017年2月期第1四半期

（2016年3月1日～2016年5月31日）
決算説明資料

 本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の判断や仮定によるものであり、
リスクおよび不確実性が含まれております。従って、実際の業績等は、予想数値とはことなる可能性があります。

 記載金額は表示単位未満切捨て、比率は少数第一位未満を四捨五入で表示しており、合計が一致しない場合があります。

2016年7月15日



アデランスグループの目指す姿
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経営理念
私たちアデランスグループの最大の使命は、

毛髪関連事業を通じてより多くの人々に夢と感動を提供し、
笑顔と心豊かな暮らしに貢献する事です。

「最高の商品」「最高の技術」「心からのおもてなし」

経営ビジョン

グッドカンパニーの実現
透明性が高く、社内外から信頼される経営体制の構築

サーバントリーダーシップマネジメントの実現

他者（お客様、部下など）支援のリーダーシップ
部下のやる気やガンバリ、また才能を開花する上司の行動

経営理念

サーバント
リーダーシップ
マネジメントの

実現

経営
ビジョン

三方よし
経営

毛髪関連事業を通じて、世界のお客様・社会に信頼され必要とされる企業へ

ECSR経営の確立
ES
CS
CSR

三方よし経営
社員の遣り甲斐
お客様満足
企業の社会的責任



グローバルビジネスポートフォリオ

日本

米国

欧州

アジア

2016年度
変革から飛躍へ

2017年度
飛躍から安定へ

2018年度
安定から持続的成長へ

ヘアソリューションをコアに、トータルビューティーやオーガニックヘアケア、植毛やAGA治療薬などの医療市場の領域

医師による医療事業の強みを活かした新サービスと他国展開、育毛強化
WIG・増毛市場では黒人需要への対応とアフターサービス強化

オーダーサロンの強化、未進出国への展開加速、圧倒的優位性の確立から全拠点地域でのシェアNo1へ

ヘアソリューション事業の確立、中国での成長スピードの加速、ASEAN地域での拠点開設

日本
＜成熟市場・競争激化 ＞

緩やかながら強固な成長を目指す

アフターサービスによるウィッグユーザーの囲い込み
事業領域の拡大

アジア
＜成長・拡大市場＞
成長への転換を目指す

ヘアソリューション事業の足固め

欧州
＜成長・拡大市場＞

安定からさらなる飛躍を目指す

未進出エリアへの参入
オーダーメイドウィッグ商品の強化
ウィッグアフターサービスの強化

米国
＜成長・拡大市場＞

安定からさらなる飛躍を目指す

【HC社】出店加速と女性事業強化
【Bosley社】グローバル化と医療事業の拡大

【AHG社】販売チャネルの拡大

グローバル市場でのシェア拡大と安定利益の確保
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2017年2月期 第1四半期
決算概況



2017年2月期第1四半期連結決算サマリー

EBITDA＝営業利益+減価償却費+無形固定資産償却費+のれん償却費

（億円）
当第1四半期 前期

前期差異

前期比
コメント

売上高 191.3 197.0
△ 5.7

△ 2.9％

 アデランス事業は前年同期比で1.7億円（2.6％）減、フォンテーヌ事業は
1.2億円（6.0％）減と両事業ともに減収

 ボズレー事業は前年同期比で1.5億円（5.0%）の減収、現地通貨ベースでも
減収

 海外ウィッグ事業は前年同期比で0.6億円（0.9％）の減収、米国ウィッグ・
欧州ウィッグは現地通貨ベースで増収

販管費 155.1 159.6
△ 4.4

△ 2.8％

 国内事業は前年同期比で3.9億円（4.9％）減、主に広告費や販売促進費の
効率化により削減

 ヘアクラブの連結のれん償却額は932千米ドル（約1.0億円）

 ヘアクラブの有形･無形固定資産の償却費は5,304千米ドル（約6.1億円）

営業利益 △4.0 △ 3.3 △ 0.6  のれん償却前営業利益 △2.7億円（前年同期 △2.2億円）

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
△8.7 0.5 △ 9.2  為替差損 4.6億円計上（前年同期 為替差益 4.6億円計上）

EBITDA 7.1 8.2
△ 1.1

△ 13.8％
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 Webコンテンツの充実やチャットの導入により、Webからの問合せが
増加（Webからの問合せ件数前年同期比 145.0％増）

1,250 

1,382 

10.6％

132

16/2 1Q 17/2 1Q

営業利益(百万円)

男性
 特許増毛をテーマにしたプロモーションを展開し、問合せ件数が増加
（前年同期比 135.9％増）

業績ハイライト アデランス事業

330 309

2,237 

-20 126 -388 103 

2,363 

1,413 1,025 

2,998 3,102 

16/2 1Q 男性新規 男性リピート 女性新規 女性リピート 17/2 1Q

男女･新規リピート別 売上高 (百万円)

男性 +4.1% 女性 -6.5%

6,980 6,801
-179 (-2.6%)

業績概況

『バイタルエクス』
3月1日発売

『他社ウィッグのメンテナンスCM』
5月1日より放映

男性

 Webからの面談獲得の効率化

 顧客の定着促進活動の強化

 キャンペーンによる来店促進策の実施

女性
 女性向けウィッグを取扱う異業種参入や同業他社の攻勢で新規売上が減少

 他社ウィッグユーザーの獲得に向けたメンテナンスCM放映後、問合せはあ
るものの、買い替えにつながるまでは時間がかかる見通し

 特許増毛技術を用いた「ヘアアッププログラム」の施策により、問合せは増
加しているが、当期の売上への影響は限定的

 百貨店展示試着会の集客力の低下による売上減少

1,330 

1,506 

13.3%

176

16/2 1Q 17/2 1Q

EBITDA(百万円)

女性

 他社ウィッグユーザーに対するメンテナンスや下取りによる新規顧客拡大

 Webからの面談獲得の効率化

 増毛商品のマーケティング強化（40～50代のウィッグ予備軍の獲得）

 展示試着会の投資効率の向上、小規模の展示会による新規顧客の獲得

女性向け増毛
『ヘアアッププログラムCM』

6月30日より放映

今期の取組み
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男性新規 男性リピート 女性新規 女性リピート



業績ハイライト フォンテーヌ事業
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百貨店

 低価格レディメイドウィッグの異業種参入や同業他社の攻勢により、ショップの接客数が減少

 ショップ内における試着イベントの集客力が低下

直営店

 既存店が売上減少したものの、新規出店により微減に留まる。

GMS

 新規出店による売上増加、リピート売上も堅調に増加

2,155 2,026 

-128 (-6.0%)

-148 -5 24 

16/2 1Q 百貨店 直営店 GMS 17/2 1Q

売上高 (百万円)

122 

56 

-53.9%

-66

16/2 1Q 17/2 1Q

営業利益(百万円)

164 

95 

-42.1%

-69

16/2 1Q 17/2 1Q

EBITDA(百万円)

 新商品発売や施設内セールと連動した、キャンペーンや試着イベントなどの販促活動の強化

 他社ウィッグユーザーに対するアフターフォローによる囲い込み、買い替え、買い増しへのアップセル対応の強化

 自社オンラインサイトとのオムニチャネル化の連携強化

百貨店 86.5%

直営店 100.3%

GMS 111.7%

全体 92.1%

80

100

120

140

3月 4月 5月 累計

% 接客数推移（前年同月比）

業績概況

今期の取組み



業績ハイライト ボズレー事業
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 昨年6月に発生したコールセンターのシステムトラブルは昨年12月に解消したものの、2月まで新規面談件数に影響

 ニーズが広がるFUE（メスを使わない植毛法）の本格導入に伴う医師、医師助手の採用

 FDA認可のクールスカルプティング（脂肪冷却による部分痩身）のテストマーケティング成功

3,105 2,950 

-155 (-5.0%)

-64 -90 

16/2 1Q 売上純減 為替(円高)の影響 17/2 1Q

売上高 (百万円)

146 

-7 

-154

16/2 1Q 17/2 1Q

営業利益(百万円)

195 

39 

-79.7%

-155

16/2 1Q 17/2 1Q

EBITDA(百万円)

0

2

4

6

8

10

12

2008 2010 2012 2014

万件 タイプ別植毛件数

合計 FUE FUT

出典：ISHR（国際毛髪学会）

 ホームページリニューアルやテレビCMの効果的な投入による新規面談数の拡大

 医師、医師助手の採用とFUE施術のトレーニングによるFUE施術数の拡大

 植毛以外の医療提供よるワンストップサービスの拡大

FUT植毛法 FUE植毛法

クールスカルプティング 眉毛植毛

業績概況

今期の取組み

セラドーム
(LEDによる育毛･発毛）

植毛

（為替レート）2016年2月期1Q $＝¥119.23 2017年2月期1Q $＝¥115.72 2017年2月期（期初計画）$＝¥113.00

（＄26.0ｍ） （＄25.4ｍ）

FUT

88.6%

FUE

11.3%
ボズレー
16/2 年間
植毛件数

FUT

81.4%

FUE

18.5%
ボズレー
17/2 1Q
植毛件数



業績ハイライト 海外ウィッグ事業
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米国ウィッグ

 HC社 ・新規出店 2月 Pickering(Canada)  3月 Baton Rouge(Louisiana, USA)

・女性向け商品や増毛商品の販売拡大

 AHG社 主要な卸先である量販店の不調、返品の発生

5,455 

(＄45.7m)

5,406 

(＄46.7m)

1,211 

(€9.1m)

-49 -10 -3 1,201 

（€9.3m)

186 183 

16/2 1Q 米国ウィッグ 欧州ウィッグ アジアウィッグ 17/2 1Q

売上高 (百万円)

6,852 6,790
-61 (-0.9％)

米国ウィッグ

 HC社 増毛商品、女性向け、ヒスパニック向けのCM放映による新規獲得
効率的な出店を継続して実行

 AHG社 サイバーヘア(自社開発･人工毛髪）の販売強化

定期的な新製品投入とマーケティング強化

欧州ウィッグ

 病院内サロン、昨年買収した小売店を中心に堅調に推移
 卸先であるエレンヴィレー社のオランダ販売代理店の買収、販売地域を拡大

-451 

-386 65

16/2 1Q 17/2 1Q

営業利益(百万円)

459 420 

-8.6%
-39

16/2 1Q 17/2 1Q

EBITDA(百万円)

欧州ウィッグ

 医療ニーズを軸にした店舗網の拡大（買収オプションによる上乗せも検討）

アジアウィッグ

 中国 百貨店での試着展示会の売上は順調に推移
 台湾 ウィッグ需要の高まりを受け、台中旗艦店をオープン

アジアウィッグ

 中国 未進出百貨店の展示会試着会の開催から、新規出店へつなげる

業績概況

今期の取組み

（為替レート） $＝¥119.23 €＝¥132.61 元＝¥19.09
$＝¥115.72 €＝¥127.99 元＝¥17.67
$＝¥113.00 €＝¥124.00 元＝¥17.35

2016年2月期1Q 
2017年2月期1Q 

2016年2月期(期初計画)

米国ウィッグ 欧州ウィッグ アジアウィッグ

現地通貨ベース
米国ウィッグ +2.2%

欧州ウィッグ +2.2%



業績ハイライト その他事業
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美材ルート

 新商品（リフトアップウィッグ）の売上が想定を下回る（認知度不足）

 美容室でのオーダーメイドウィッグの試着会の開催数増加

403 
343 

126 
-59 19 -8 -3

145 

38 
30 

46
44

16/2 1Q 美材ルート 病院内ｻﾛﾝ 通信販売 その他 17/2 1Q

売上高 (百万円)

613 562
-51 (-8.3%)

-203 

-244 

-40

16/2 1Q 17/2 1Q

営業利益(百万円)

業績概況

今期の取組み

-199 

-239 

-39

16/2 1Q 17/2 1Q

EBITDA(百万円)

美材ルート

 問屋･ディーラーとの同行販売の強化、自社単独での販促活動の実施

 下期の繁忙期に備えた、ウィッグ講習会やモニター販売の促進

医療事業（病院内サロン）

 病院へのパンフレット設置の活動強化により、電話の問い合わせが増加

 病院内サロンの新規出店：吹田徳州会病院（5月）

通信販売

 3月にカタログ通販における取引先からの在庫返品が集中

 自社オンラインサイトのウィッグ通販で新規顧客を拡大（売上前年比135.7%）

 先端美容をテーマに、トータルビューティーを提案する「ビューステージ」

ブランドの立ち上げ（アデランス店舗でも取扱）

医療事業（院内サロン）

 病院内サロンのスタッフ教育の強化、病院巡回スタッフと病院の信頼関係の構築

通信販売

 新商品「活毛ウィッグフィールファイン」発売（7月1日）

 全国の店舗とのオムニチャネル化の促進（店舗スタッフによるウィッグの着
け方の無料アドバイス、アフターメンテナンス）

美材ルート 病院内サロン 通信販売 その他



2017年2月期第1四半期 連結売上高
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19,708

19,131

105 

-284 

-128 

-64 
138 

-297 

-44 

2016年2月期
第1四半期

2017年2月期
第1四半期

（百万円）

サロン男性 サロン女性

ボズレー事業
（為替差除く）

アデランス事業
（オーダーメイド）

フォンテーヌ事業
(女性向けレディメイド)

為替差
（円高）

その他

海外ウィッグ事業
（米国・欧州）
（為替差除く）

ボズレー -90百万円
米国ウィッグ
ヘアクラブ -146百万円
AHG(ウィッグ卸) -17百万円
欧州ウィッグ -42百万円

米国ウィッグ
ヘアクラブ +224百万円
AHG(ウィッグ卸) -117百万円
欧州ウィッグ 32百万円



2017年2月期第1四半期 連結営業利益
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-339 -402 

-442 396

-133
235 -214

96

売上総利益 減

売上総利益 減

（百万円）

2016年2月期
第1四半期

2017年2月期
第1四半期

販菅費 増
為替の影響除く販菅費 減

為替(円高)の影響

販菅費 減

その他

国内 海外（ボズレー・海外ウィッグ事業）



四半期毎 連結売上高・営業利益・EBITDA
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19,131 
20,869 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q

2015年2月期 2016年2月期 2017年2月期

（百万円）

602 

-1,000

-500

0
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1,000

1,500

2,000

1Q 2Q 3Q 4Q

2015年2月期 2016年2月期 2017年2月期

（百万円）

連結売上高 連結営業利益

-402

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1Q 2Q 3Q 4Q

2015年2月期 2016年2月期 2017年2月期

（百万円）

714

連結EBITDA



2017年2月期 連結業績予想
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2016年2月期 実績 2017年2月期 予想 通期増減

上期 下期 通期 上期 下期 通期 金額 前年比

売上高 39,842 39,310 79,153 40,000 41,300 81,300 2,147 2.7%

営業利益 459 -584 -125 200 450 650 775 -

経常利益 821 -1,370 -548 190 450 640 1,188 -

親会社株主に
帰属する
当期純利益

349 -2,209 -1,860 30 70 100 1,960 -

（単位：百万円）

2016年2月期 実績 2017年2月期 予想 合計増減

第2四半期末 期末 合計 第2四半期末 期末 合計 金額

配当金 0 15 15 0 15 15 0

（単位：円）

2016年4月14日に発表しました数値から変更はございません。



補足説明資料



2017年2月期第1四半期 連結業績
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2016年2月期

第1四半期

2017年2月期

第1四半期
増減 前年比

売上高 19,708 19,131 -576 -2.9%

売上原価 4,083 4,019 -64 -1.6%

原価率 20.7% 21.0％ 0.3p -

売上総利益 15,624 15,112 -512 -3.3%

販管費 15,964 15,514 -449 -2.8%

営業利益 -339 -402 -62 -

営業利益率 - - - -

経常利益 315 -883 -1,198 -

特別利益 0 0 0 -72.3%

特別損失 215 29 -185 -86.0%

税金等調整前四半期純利益 99 -913 -1,012 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 54 -870 -925 -

設備投資 1,187 947 -240 -20.2%

減価償却費 1,169 1,117 -51 -4.4%

EBITDA 829 714 -114 -13.8%

キャッシュバランス 12,232 11,098 -1,133 -9.3%

（単位：百万円）



2017年2月期第1四半期 連結貸借対照表
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（単位：百万円）

2016年2月末 2016年5月末
増減額

（百万円）
金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

流動資産 27,992 41.5 26,722 41.2 -1,269

（現金・預金） 11,979 17.8 11,098 17.1 -880

固定資産 39,495 58.5 38,122 58.8 -1,373

（有形固定資産） 14,189 21.0 14,482 22.3 292

（無形固定資産） 19,188 28.4 17,409 26.8 -1,778

資産合計 67,487 100.0 64,844 100.0 -2,642

流動負債 12,018 17.8 12,509 19.3 490

固定負債 19,158 28.4 18,510 28.5 -648

負債合計 31,177 46.2 31,020 47.8 -157

純資産合計 36,309 53.8 33,824 52.2 -2,485

負債純資産合計 67,487 100.0 64,844 100.0 -2,642



連結当期純利益・ROE・自己資本比率の推移
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売上高・営業利益の推移
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-100
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0
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800

900

85.2 86.2 87.2 88.2 89.2 90.2 91.2 92.2 93.2 94.2 95.2 96.2 97.2 98.2 99.2 00.2 01.2 02.2 03.2 04.2 05.2 06.2 07.2 08.2 09.2 10.2 11.2 12.2 13.2 14.2 15.2 16.2 17.2

連結売上高 連結営業利益

国内3社統合
(10年9月)

（億円）

フォンテーヌ社子会社化
(85年8月）
女性市場へ参入
店頭登録 (9月)

東証2部上場
(87年1月)

東証1部上場
（97年8月）

売上高

（億円）

営業利益

米国ボズレー社買収
(01年8月)

米国ヘアクラブ社
買収(13年4月)

仏国LNEB社
買収(12年9月)

ADラオス(生産工場)
設立(14年5月)

ヨーロッパBV設立
(92年1月)

アデランスタイ(生産工場)
設立(86年10月)

ADフィリピン(生産工場)
設立(02年1月)



連結EBITDA・減価償却費・設備投資の推移
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連結EBITDA
（億円）

減価償却費
設備投資
（億円）

アデランスサロンの新規出店
百貨店･直営店の新規出店、改装
自社ビル購入

アデランスサロンの老朽化に伴う
移転や増設

アデランスサロンの新規出店、移転･改装･増設
社員寮･研修所の建設
2000年問題に対するシステムへの投資



セグメント別の売上高構成比
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0
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600

700
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900

1,000

億円

アデランス(男性) アデランス(女性) フォンテーヌ事業

ボズレー事業 海外ウィッグ事業 その他

フォンテーヌ事業・・・2010年2月期までは美材ルート事業を含む
その他・・・美材ルート事業、医療事業、ECリテール事業など

海
外

アデランス男性

アデランス女性

フォンテーヌ

ボズレー

海外ウィッグ

男性

13.0%

女性

22.3%

北米

28.0%

欧州

6.1%

アジア

1.0%

アデランス

35.3%

フォンテーヌ

10.9%ボズレー

15.7%

海外ウィッグ

35.1%

その他

3.0%

2016年2月期
第1四半期
連結売上高

19,708百万円

男性

13.9%

女性

21.5%

北米

28.5%

欧州

6.3%

アジア

1.0%

アデランス

35.4%

フォンテーヌ

10.6%ボズレー

15.4%

海外ウィッグ

35.8%

その他

2.9%

2017年2月期
第1四半期
連結売上高

19,131百万円

海
外

国
内

国
内



国内店舗数推移
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（店）



海外店舗数推移
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国内市場環境
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男性市場
 発毛・育毛剤やヘアケア剤などの隣接市場との

競争激化で、ここ数年間苦戦が続いたが、
効果の実感が得られない方も多く、新規売上は
上昇傾向

女性市場
 主要ターゲットとなる50～70歳代の増加、

アクティヴシニアの増加で市場は活性化され、
拡大となる見通し

 安価なウィッグショップ、催事販売などがGMSを
中心に増加し、激戦状態

 ウィッグがファッションアイテムの一つとして受け入れら
れるようになり、他業種が参入し、TVショッピングや
EC・カタログ通販で低価格帯のウィッグが販売され、
新規顧客の獲得に影響が生じている

700 683 689 694 695 696 697 698 699 

630 677 699 707 713 719 725 731 737 

1,330 
1,360 

1,388 1,401 1,408 1,415 1,422 1,429 1,436 

0

500

1,000

1,500

億円

毛髪業男女別市場規模推移

男性 女性

出典：矢野経済研究所ヘアケアマーケティング総鑑



国内毛髪業 シェア
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アデランス

16.1%

A社

33.8%

B社

8.9%

C社

5.8%

D社

4.3%

その他

31.1%

男性毛髪業市場シェア

2014年度
男性毛髪業市場規模

69,400百万円

アデランス

42.7%

A社

24.1%

B社

6.6%

C社

3.7%

D社

3.4%

E社

3.4%

その他

16.1%

女性毛髪業市場シェア

2014年度
女性毛髪業市場規模

70,700百万円

 2012年から各メーカーの大きなシェア変動はない。  低価格レディメイドウィッグを取扱うウィッグメーカー
や異業種が独自の販路でシェアを拡大。

出典：矢野経済研究所ヘアケアマーケティング総鑑

異業種の低価格レディメイドウィッグ(約300社）
・ 医薬品メーカー
・ 化粧品メーカー
・ 美容室
小規模ウィッグメーカー


